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徳島市民病院の理念

「思いやり・信頼・安心」

入院中の患者さんが感染症を発症すると、病状の悪
化、入院期間の延長、医療費の増大、他の患者さんへの
伝播など、さまざまな不利益が起こることがあります。
感染対策チーム（ICT）は、入院中の患者さんがそ

ういった感染症にかかることなく、安心して治療に専
念できるよう院内の感染管理を担当する組織であり、
多職種のメンバーが、それぞれの専門知識と経験をも
ちよって日々活動しています。

構成メンバー
医師 5名（うち 3名は感染管理医師 Infection Co
ntrol Doctor：ICD）
看護師 3名（看護部次長 1名、リンクナース会代
表 1名、感染管理認定看護師 Infection Control Nu
rse：ICN1名）
臨床検査技師 1名、放射線技師 1名、薬剤師 1名
管理栄養士  1名、事務職員  1名

感染対策の基本的考え方
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第50号

感染対策チーム（Infection Contr
ol Team：ICT）活動紹介

感染管理認定看護師 橋本 幸子

感染管理組織図

感染対策の実際
1．組織活動
1）感染対策チーム会議（月1回開催）
月 1回感染対策チーム会議を開催し、MRSAなど

の耐性菌の院内における発生状況や対応策の検討を行
っています。また、感染対策関連物品の新規導入や診
療材料の検討（図 1）、マニュアルの作成・改訂を行い、
感染対策委員会への提言を行います。感染防止に必要
な診療材料導入時は、使用感や必要性だけでなく、安
全性や費用対効果を十分考慮し限られた資源の再分配
に努めています。

感染対策委員会（ICC）（平成22年度）
病院長、副院長
各部門長（各診療科の部長、看護部長、薬剤部長、
検査部長など）
感染管理医師、感染管理認定看護師 etc．28名

リンクナース会 14名
看護部次長、感染管理認定看護師
各病棟、外来より各1名

感染対策チーム 13名
⬇ ⬆
⬇ ⬆

情 報
感染対策に関
連した器材・
機器の最新情
報入手

商品情報
収集

SPDを通し、
情報収集

対費用効果
現状把握とコ
スト試算

検討・提言
ICTにて検討
ICCへ必要性
を提言し提案

評 価
導入より半年経
過時に中間評
価・1年経過時に
アンケート評価・
コスト評価

導 入
診療材料購入審
査委員会に申請・
承認を得て導入
関連部署への
周知

試供品の評価
試供品の結果
をICTに報告
し審議ICCで
承認

試供品の提供
関連部門へ情報提供
を行うとともにモニ
ター部署を選定
サンプル使用
申請書提出

（図1）物品購入の流れ

感染対策の基本的考え方

標準予防策
Standard Precautions

感染経路別予防策
Transmission Based

Precautions

接触予防策
飛沫感染予防策
空気感染予防策
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2）ICC（感染対策委員会）との連携（会議 月1回
開催）
感染対策チームで検討・企画・立案した事項を感染
対策委員会に提言し、承認を得て院内に通達していま
す。
3）リンクナース会との連携（会議 月1回開催）
リンクナース会において、感染防止に使用する防護
具（PPE）の講習会や院内ラウンド（写真 1）など
を行うことで、手指衛生の遵守率の向上、PPEの正
しい装着の仕方の普及につながっています。また、リ
ンクナースから現場の情報を受け、解決策をフィード
バックし、結果の評価を行っています。

2．院内教育、ラウンド（表1）
感染対策チームメンバーを講師として、ほぼ月に1

回講習会を実施しています。出席者の評価は高く今後
もタイムリーな話題や、最新の感染対策などの講習会
を充実させていきたいと考えています。
また、感染対策チーム会議の日に院内のラウンドも
行っており、感染対策上の課題や現状を把握し感染の
発生や拡大を未然に防ぐよう努めています。（写真 2）
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地域とともに
地域医療支援病院における医師および医療従事者は、
地域の人々の健康増進を目的に医療活動を行うことが
求められています。感染予防活動は疾病の治療と同等
に重要視されていると考えます。ふれあい健康館の市
民公開講座では、感染対策チームメンバーが「感染病
予防」の講演を行い、市民病院まつりではリンクナー
スとともに「手洗い教室」（写真 3、4）を開催するな
ど地域の人々に、感染予防に関する新しい考え方やト
ピックスを提供しています。
また、感染症をもつ患者様の受け入れ、逆紹介をさ
せていただくことがあります。地域連携病院の先生方
と情報交換を行い、病院内だけでなく、地域において
も感染症予防を進めていきたいと考えておりますので
今後ともよろしくお願いいたします。

（写真４）ビオレママと（市民病院まつりにて）

（写真３）手洗い上手にできたかな？（市民病院まつりにて）

（写真２）７月の ICT ラウンド

（写真１）手洗いチェック

研修会テーマ ラウンドテーマ

平成22年4月 新規採用者研修
「医療関連感染について」 清掃

5月 MRSA

6月
「細菌検査結果を抗菌薬の
適正使用、治療にどう役立
てるか」

清掃

7月 食中毒の予防 診療材料在庫
チェック

表１ ICTメンバーが講師を担当した研修会とラウンドテーマ（一部）
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コ計統 ーナー

平成22年6月の紹介患者数（再診患者を含む）
229医療機関より1,047名ご紹介いただきました。

ありがとうございました。

科 名
6月 5月 4月

初診患者数
（人）

初診時間外
（人）

初診紹介患者
（人）

初診即入院
（人）

逆紹介患者
（人）

紹介率
（％）

逆紹介率
（％）

紹介率
（％）

逆紹介率
（％）

紹介率
（％）

逆紹介率
（％）

内 科 409 229 114 38 94 64.5％ 47.7％ 64.3％ 37.9％ 59.8％ 50.5％
小児科 343 204 104 86 41 67.6％ 24.1％ 51.9％ 33.7％ 83.8％ 33.8％
外 科 162 57 96 19 81 85.3％ 69.8％ 82.7％ 56.0％ 82.9％ 48.7％
整形外 255 54 143 11 199 71.0％ 96.1％ 73.7％ 107.7％ 67.9％ 94.1％
形成外 0 0 0 0 1 － － 0.0％ 0.0％ － －
脳神経 107 26 35 8 58 42.9％ 69.0％ 51.1％ 77.8％ 59.6％ 90.8％
皮膚科 49 17 11 1 3 34.4％ 9.4％ 31.2％ 6.5％ 35.4％ 12.5％
泌尿器 66 11 34 4 8 61.8％ 14.5％ 55.6％ 23.8％ 64.5％ 38.7％
産婦人 96 19 50 8 27 61.7％ 33.3％ 63.4％ 29.3％ 71.6％ 23.9％
眼 科 15 2 4 0 10 30.8％ 76.9％ 26.3％ 36.8％ 35.3％ 23.5％
耳鼻咽 18 2 1 0 2 6.3％ 12.5％ 20.0％ 50.0％ 42.9％ 35.7％
放射線 70 0 70 0 85 100.0％ 121.4％ 100.0％ 137.3％ 95.7％ 98.9％
合 計 1,592 621 662 175 609 66.5％ 58.4％ 63.5％ 57.6％ 70.0％ 60.5％

診療科別「地域医療支援病院」の紹介率・逆紹介率

•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―

患者さまをご紹介していただく際には、事前に FAX 予約をお願いいたします。FAX予約をしていただ
くと、診察の待ち時間が短くなります。お配りしております「地域医療連携患者受診申込書」でお申込みく
ださい。
申込み用紙が不足の場合は、ご連絡いただければお送り致します。また、当院ホームページからも印刷可能です。

安全な診療を行う為に、紹介患者さまが服用されている処方薬をお教えください。
当院では、服用されている薬の情報をしっかり把握することにより、安全でより効果的な治療を目指しています。
最近では、薬の種類も非常に増加しており、また、高齢の患者さまが複数の診療科にかかる場合も増加している
ことから、薬の多剤併用による副作用等も問題になっています。
薬は、適正な情報提供のもとで正しく使用されることにより有効性と安全性を確保することができますので、患
者さまをご紹介いただく際には、診療情報と併せて処方薬の情報も提供くださいますようお願いいたします。

処方薬の情報提供をお願いします
•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―

電話 （088）622－5121（内線2118）
FAX （0120）20－5583

※なお、救急診療を要する患者さまの場合は、別にお知らせしております救急担当医まで直接
ご連絡をお願いいたします。（平日時間内）

FAX予約をお願いします

地域医療連携室からのお知らせ
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7 月 29 日（木）、阿波観光ホテルにおいて平成 22
年度徳島市民病院と共同診療登録医との講演会と懇親
会を開催しました。
今年は、「徳島市民病院におけるがん治療・チーム

医療について」というテーマのもと、がん登録・手術・
治療・化学療法・緩和ケア等、様々な分野から当院の
がん治療に対する取り組みについて講演しました。
後半の部でも、当院の医師と連携医療機関の先生方
との交流の場をもつことができ、盛大に会を開催する
ことができました。
各医師会から多数の先生方にご出席いただき、あり
がとうございました。今後ともよろしくお願いいたし
ます。

•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―

平成22年度徳島市民病院と共同診療登録医との講演会と懇親会

整形外科症例検討会（2金会）のご案内
次のとおり、整形外科症例検討会（2金会）を開催いたします。
整形外科の先生方は勿論、他科の連携医の先生方も是非ご参加ください。

平成22年9月17日（金） 午後7時からと き

1）骨粗鬆症性脊椎圧迫骨折例の骨セメントを使用した椎体形成術後に再圧潰、神経
症状を有する症例に対する脊椎再建手術

整形外科医師 宇都宮理沙

２）人工膝関節術後晩期感染の2例－セメントスペーサーモールドの有用性－
整形外科主任医長 中村 勝

徳島市民病院3階 会議室1ところ

内 容

徳島市民病院放射線科医師による特別講演
もあります。


